
ファスナーをしっかりと最後まで上げ、
スライダーを倒すことも忘れずに。

ファスナーを上げる

ケープが丸まらないよう広げるように
整え肩に沿わせる。

ケープを整える

靴下にかぶせるようにインナーを下げる。
さらにインナーを靴下の中に入れると効
果増。

裾口のインナーを下げる

不要物が入っていないかを確認。

ユニフォームは正しく着用しましょう。 必ず適正サイズを選びましょう。

手を当てたまま、もう一方の手でヘア
ネットの後ろ裾を引きかぶる。

後ろ裾を引っ張る
ずれないように片手で押えたまま裾を
引き下げ頭全体にかぶせる。

頭全体にかぶせる
着用前に髪は整えておく。
（長髪の方は後ろで束ねる）

髪を整える

頭部をおさえた手は固定したまま顎が
出るまで引き下げる。

顎が出るまで引く

ヘアネットを裏返し、異物付着のチェック
をしながら天井部を掌に乗せる。

異物付着の確認

ヘアネットから毛髪が出ていないか
チェックしながらしっかりとかぶる。

しっかりとかぶる

裏返したまま持ったヘアネットの中心線
を額の中央に掌を当てる。

額に当てる

毛髪がはみ出していないか真っ直ぐに
かぶられているか鏡を見てチェックする。

はみ出しチェック

帽子の下にヘアネットを着用することでより一層毛髪落下防止が強化されます。

ヘアネット→帽子→トップス→ボトムスの順番に着用するのが重要です。

鏡をみながら着用することが重要です。まわりの人にもチェックしてもらうこともお勧めします。

顔周りのニット部分を額に合わせ、包み
込むようにかぶる。

ニット部分を合わせる
フードの隙間から毛髪がはみ出してい
たらしっかり丁寧にしまう。

はみ出し注意
ヘアネットから毛髪がはみ出していたら
しっかりとしまう。

ヘアネット着用の場合

顔周りに隙間ができないように密着させ
強めに留める。

隙間注意

着用前に髪は整えておく。
（長髪の方は後ろで束ねる）

ヘアネットなしの場合

後頭部にアジャスターがあるタイプも
やや強めに留める。

後ろも強めに

着用前にフードの外側、内側に異物の
付着がないかチェックする。

異物付着の確認

ケープが折れ曲がらないようにきちんと
整える。

全体をチェック

パンツウエストの内側の紐をしっかりと
結びしっかりと中にしまう。

ウエスト紐を結ぶ

ケープに注意
フードケープがずり上がらないよう注意
しながら上着を羽織る。

長めの靴下を履く
肌がみえなくなるくらいの、長めの靴下を
着用する。

ゴミが付いて汚れていないかを確認。

靴の裏側 ポケット メガネ マスク

これで準備万端！
Do a good job！

完成！

ウエスト部のインナーの前合わせを
しっかりと留める。

インナーを留める

パンツの裾をくるぶしが隠れるくらいまで
下げる。

パンツの裾を下げる

メガネをメガネさしにしっかりと入れる。

最後にパンツをはくとインナーがしまい
やすい。

パンツをはく

マスクはマスク掛けに固定。

インナーをパンツウエスト内に丁寧に
しまい込む。

インナーをしまう

鼻から顎下まで隠れるように、上下を
整える。

ヘアネット（かぶりタイプフード）の着用方法

フード（前留めタイプ）の着用方法

ウエアの着用方法

ボトムスの着用方法

着用後、ここもチェックしましょう。

ユニフォーム
着用動画はこちら！



正しく洗濯して、いつも清潔に。「食」の安全は身だしなみから
身体を覆い、外部に露出しているユニフォームだからこそ、ユニフォーム自体を清潔に保つことが 大切です。正しく洗濯して、清潔に保つと同時に、異物混入の可能性を軽減しましょう。

衛生対策の基本として、ユニフォームは毎日洗濯しましょう。1日着用した

ユニフォームには目に見えない汗や皮脂汚れ、作業中に付いた汚れが

付着しています。汚れたユニフォームは食品を汚染する恐れもあり、早

めに洗濯をしないとシミ汚れの原因になりますので、付いた汚れは放

置せず、すぐに洗濯しましょう。

洗濯機や乾燥機を使用される際には、必ずユニフォームのファスナーや

マジックテープを閉じてください。途中まで開いた状態で洗濯や乾燥

を行うと、生地を傷めたり、ファスナー自体が壊れる恐れがあります。

また、アルカリ性の強い洗剤や塩素系の漂白剤は、ファスナーの傷みの

原因となり、脱落につながる恐れがあるため、使用の際には十分ご注意

ください。

毎日
洗濯しましょう。01 ファスナーなどを

しっかり閉めましょう。03

洗濯をする際は、絵表示通りに洗いましょう。ご家庭で洗濯される場合は、

他の洋服と洗濯するとユニフォームに異物が付着したり、引っ掛かった

りして、ほつれや傷みの原因となりますので、単独で洗いましょう。どうし

ても他の物と洗う場合には、ネットに入れて洗うとより安全です。色物

と洗うと色移りの原因となりますので、お避けください。

また、ユニフォームとマジックテープのついているフードを一緒に洗濯

することはユニフォームが傷つく原因となります。長く安全にお使いい

ただくためにも、それぞれをネットに入れて洗濯することを推奨します。

マジックテープで留めるタイプのフードは、マジックテープをしっかり留め

てください。乾燥のかけ過ぎや洗濯後湿ったまま長時間放置するとシワ

の原因となりますのでご注意ください。

異物を付けないように、
他の物とは分けて洗濯しましょう。02

着用する際は、繊維くずや毛髪・ペットの毛が付着していないか確認し、

粘着ローラー等を使用して異物を取り除きましょう。また、ユニフォー

ムに綻びがないか、ファスナーの破損がないかよく点検してから着用し

ましょう。調理場や食品製造現場において衛生管理の要となるのは、

従事者のみなさまです。ユニフォームを着用する前に点検することで、

作業場内での異物混入のリスクを軽減できます。

着用する前に、
ユニフォームを点検しましょう。04

工業洗濯や業務クリーニングは、洗濯・乾燥の温度・時間の条件がさまざまです。

必ず事前に洗濯試験を行ってご確認ください。

工業洗濯について。05

ユニフォームと
フードは別の
ネットに入れて

汗

汚れ
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